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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、多地域でのフィールドワークを通して収集した「美術教育を通した
イスラムの実践」事例を、イスラムの教義と対応させて構造化することによってイスラム文化に即した美術教育
の基礎理論を生成するとともに、それらを横断的に比較して、イスラムと美術教育との関係性をめぐる地域性を
明らかにすることである。(1)「美術教育を通したイスラムの実践」事例の収集と分析、 (2)イスラム文化に即
した美術教育の理論化、(3)イスラムと美術教育との関係性の地域間比較、以上の３つの段階を踏んで、上記研
究目的の達成を目指した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to construct a fundamental model of art education based on 
Islamic culture by specifying Islamic dogma corresponding to some cases of ‘practice of Islam 
through art education’ that were collected in multiple research fields and investigate regionality 
of the relationship between Islam and art education through its comparison between the regions. The 
aim is accomplished through three researches: collecting cases of ‘practice of Islam through art 
education’, model structuring of art education on Islamic culture, and interregional comparison of 
relationship between Islam and art education.

研究分野：教科教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、ムスリムの子どもたちに適した美術教育を構想するための、具体的な手立てとなることが期待
できる。それはイスラムや美術教育といった限られた論点にとどまることなく、多様な文化を尊重・応用した教
育モデルとして、多文化教育や教育開発・支援など幅広い研究・実践領域へと派生する可能性を有するという点
において、学術的・社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 学術的背景 
 
① イスラム文化に即した美術教育の必要性 
 イスラム世界（多文化圏を含む）においては、美術教育は受容れられ難い存在として従来とら
えられてきた。「イスラムとは日常生活の宗教であり、ムスリムの教育に『世俗的』という言葉
はない」(Pickthall, 2008)という言葉の通り、美術教育をめぐる様々な場面においてもイスラ
ムは影響しており、それが現代の美術教育における思想・理念と齟齬をきたすといった現象が生
じてきたからである。例えばそれは、宗教的信条を根拠とした人物・動物表現を嫌悪する子ども
たちの存在（Hickman, 2004）や、美術を通した自己表現という個人中心な教育理念への疑問（El-
Bassiouny, 1984）といった形で現れている。現代は特に、人口偏在や越境移動を背景に世界規
模でムスリム人口が急増する状況（PEW Research Center, 2017）であるとともに、それに伴う
軋轢が頻発する時代なので、ムスリムの子どもに適した美術教育を構築することは、国・地域を
問わず喫緊の課題である。 
② 「美術教育を通したイスラムの実践」の可能性 
 研究代表者は、これまで取り組んできた美術教育とイスラムとの関係性を探る研究を通して、
ムスリムである教師たちが、イスラムに基づく価値観・習慣を美術教育に結びつけ、教育実践に
宗教的価値を付加する傾向があることを明らかにしつつある。研究代表者はこれを「美術教育を
通したイスラムの実践」と定義し、イスラム文化に即した美術教育の基礎理論とすべく、ムスリ
ムの教師たちによるイスラムを意識した美術教育実践と、その宗教的根拠との関連を構造化す
る試みを続けてきた。 
 
(2) 学術的「問い」 
 研究代表者が明らかにした「美術教育を通したイスラムの実践」は有意義かつ新規な知見では
あるものの、①汎用的な理論とするにはバリエーションが少ないこと、②調査地の特性が影響し
たが故の限定的な成果である可能性が捨てきれないこと、この２つの限界があった。その打開に
は、理論構築のための事例をさらに追求することと、そのために調査対象を広げ、イスラムと美
術教育との関係性（「美術教育を通したイスラムの実践」の有無を含む）を多地域間で比較検討
しその特色を抽出することが、今後の課題であると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、「美術教育を通したイスラムの実践」事例を、多地域でのフィールドワークを通して
広く収集し、それらとイスラムの教義とを対応させて構造化することによって、イスラム文化に
即した美術教育構築のための基礎理論を生成するとともに、その横断的な比較を通して、各地域
におけるイスラムと美術教育との関係性に関する包括的な特色を明らかにすることを目的とす
る。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 「美術教育を通したイスラムの実践」事例の収集と分析 
(2) イスラム文化に即した美術教育の理論化 
(3) イスラムと美術教育との関係性の地域間比較 
 
 
４．研究成果 
 本課題採択以前の時期も含めた過去数年で実施した、モルディブ、イギリス、エジプト、それ
ぞれ異なる特色をもつイスラム文化圏 3 カ国におけるこれまでのフィールドワークを通して、
ムスリムである教師たちにはイスラムに基づく価値観・習慣等を美術教育に結びつけて解釈し、
自らの教育実践に宗教的価値を付加する傾向があり、それは各地域の特色を反映しながらもあ
る程度の一般化が可能な現象であることを明らかにした。「美術教育を通したイスラムの実践」
と独自に定義したこの現象の理論的な解明を目指し、「美術科授業」「イスラムの実践」「宗教的
根拠」の関係性を暫定的に構造化する作業を行った。2018 年 7 月の国際美術教育学会（InSEA）
ヨーロッパ地域大会（於：ヘルシンキ、フィンランド）ではその地域間比較について、2019 年の
7月の国際美術教育学会（InSEA）世界大会（於：バンクーバー、カナダ）では多文化社会である
イギリスの事例に焦点を当てた分析について、それぞれ口頭発表を行った。 
 2020 年度以降は、世界的なパンデミックにより新たなフィールドワークを目的とした海外渡
航を断念せざるを得なくなったが、その間に関わっていた別の国際プロジェクトやそれに関連
した共同研究の実施を通して、本研究を大幅に発展させた大型研究課題（国際共同研究強化(A)）



の採択に繋げることができた。本研究課題に続けて採択された若手研究も並行して遂行し、イス
ラムを含めた多様な文化と美術教育との関連を探究する試みを続けてゆきたい。 
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